
令和６年度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書 

番 号 １ 学 校 名 奈良商工高等学校 

 

１．事業内容について 

取組・活動・事業名等 （１）プロジェクト探究 1 年 

（２）プロジェクト探究２年 

教育課程上の位置付け・ 

目標又は活動のねらい 

（１）総合的な探究の時間１単位として実施。 

話す力、聞く力を中心に他者と協働する力を身につける

事を目標とする。 

（２）総合的な探究の時間２単位として実施。 

学年を１６のテーマに分け、３２名の担当者がファシリ

テーターとして「身近なモノコト」についての活動し、地

域の課題について学習する。 

連携・協働相手 奈良商工会議所青年部・奈良県道路建設課・奈良県ビジターズ

ビューロー・フードバンク奈良・ＳＯＲＡ小さな命を救う会など 

地域と共有している 

目標・課題等 

商工会議所青年部（以下 青年部）が活動する奈良の未来を考え

るイベントと協働し、高校生としての意見や提言を行い、地元奈

良への理解を深め自分たちの問題として取り組む。 

取組・活動の内容（生徒の主体性、具体的活動、連携・協働内容など） 

（１）決められたテーマについて自己の考えを発言し、他者の意見を尊重しながら協働し

て課題解決することを身につけた。自分たちの考えや意見をまとめ他者に伝えるこ

とができた。 

（２）「身近なモノコト」というテーマのもとに地域の抱える問題に多種にわたって取り組

んだ。奈良県道路建設課やフードバンク奈良や小さな命を救う会などと連携し、「自

分ゴト」として取り組めた。各班の成果発表動画を視聴し相互評価を行った。最も

評価が良かった動画を本校代表として、県内数校が集まる発表会で発表した。 

 

２．事業の成果と課題 

（１）発言力や傾聴力を身につけ、他者と協力して課題解決することを学んだ。 

（２）身近なモノコトを探究することにより、地域への理解が深まり興味関心をもつこと

ができた。地域社会の人たちと協働することの大切さを学んだ。来年度は３年生の

商工連携課題研究へと繫がるようにしたい。また、地元自治会の人たちとも協働し、

地元に密着した活動を目指したい。 

 

 

 

 

 

 

 

           奈良ｉｓｍ              他クラスの発表視聴   


